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高学歴女性の転職 ・ 再就職

一 教養型女子大学を卒業 した女性の労働市場 とネ ッ トワ ーク利用
一

中西 祐子 （武蔵大学）

1．はじめに

　 本報告は、教養型女子大学を卒業 した 40〜60

歳代の 女性達がライ フ コ
ー

ス につ い て 語 っ たイ

ン タ ビ ュ
ー

を もとに、高学歴女性 と職業との 関

わ りを考察す る もの で あ る。具体的には、中断

再就職、転職を繰 り返 しなが らの 継続就業、 育

児期以後 の 初就労など 、 女性 たちが新卒期で は

ない 時点にお い て仕事を始 める （再開する）際

の   仕 事の 内容、  仕事 を獲得 した経緯 （ル
ー

ト）、  それ ま で の 人生経験や事前に得たス

キ ル の 応用 ・転換法 を概観 し、（A）高学歴 女性

が仕事をする際に参入する労働市場と従来考え

られ て い た労働市場 との 相違、（B）高学歴女性

が労働市場に参入する際に利用するネ ッ トワ
ー

ク の 特徴を考察する 。

　 なお 、イ ン タ ビ ュ
ー

の 対象 とな っ た の は 、

世 問的 に は 「高学歴専業主婦」 を輩出す るチ ャ
ー

ターを形成 して い る女子 大学 の 卒業生 である 。

しか しなが ら 「仕事」 の 概念を従来よ り広 く捉

え、パ ー
トタイ ム 、アル バ イ ト、自宅勤務、不

定期 の 仕事な ど、どん な些細な もの で あれ、あ

らゆ る労働形態を 「仕事」 の カ テ ゴ リ
ー

に入 れ

た と こ ろ 、研 究者側 の 当初の 予測 を裏切 り、実

際に は何 らか の形で仕事に携わ っ て い る女性 が

多い こ とが明 らかにな っ た 。

　従 っ て 、イ ン タ ビ ュ
ーを受 ける側 に とっ て

は 「仕事」で はなく 「お手伝い で 」 あるい は 「趣

味で 」 や っ て い るもの とい う認識 で あ っ た場合

も含ん で い る。もちろん、研 究者側 が最終的 に

「仕事」 と判断 した もの は 本人 の 自己 申告に基

づ い たもの で ある 。
「どん な些細なもの で あれ、

当時仕 事の よ うな も の を何か し て い たか 。 」 と

い う質問に対する回答 を分析 して い る。

2．調査概要

　本報告 の もと となる調査プ ロ ジ ェ ク トは以

下の とお り実施 され たもの で ある 。

研 究団体　　A 女 子大 学卒業生 調査研究会

　　 　　 　 （研究 代表者 ：小 堀玲子 ）

調 査時 期 　： 1ら97年 11月〜1998 年 2 月

調査対 象者 ： A 女 子 大学卒の 40〜60歳代の 女性 58名。

調査方法　 ： マ ニ ュ アル に基づ い たイ ン タビュ
ー

　 　　　 　 （オ
ープ ン ア ンサ

ー
の もの ）

サンプ Ll
ング 法 ：同 大学同 窓会の 協力の 下、各 世 代、多様

　　　　　 な就労 パ ター
ン をカバ ー

で きるようサン

　　　　　 プ リン グした 。

　 A 女子大学卒業生 調査研 究の 推進 にあた っ

て は、同大学共 同研究費 （平成 8 ・9年度）お

よび同大学同窓会で ある宮代会の 研 究援助費の

支給 を受けた 。 発表に あた り、デー
タ の 使用 と

再分析を快諾 して下 さっ た共同研 究者の 方 々 に

は こ の 場を借 りて御礼申 し上げたい 。 また、報

告者個人がイ ン タ ビ ュ
ー

データを再分析するに

あた っ て は、平成 9 ・10 年度文部省科学研 究

費 （奨励A ） の 補助を受けた 。

3．知見

　 イ ン タ ビ ュ
ー

で は 、調査対象者 の 大学卒業

後か らイ ンタビ ュ
ーを受ける時点まで の ライ フ

コ
ー

ス を a）新卒期、b）子 育て期、　 c）子育て 終了

後の 3 時点に分 け、各時点で の 就労状況 と関連

事項を聞い た 。 以下 で は b）、c）いずれ か の 時点

に お い て 就労経験の ある対象者 43 名を中心 に、

b）、c）の 時期 に携わ っ た（1）仕事内容、（2）仕事

を獲得 した経緯 （ル ー
ト）、（3）人生経験やス キ

ル の応用
・転換の詳細を報告する。

（1 ）仕事内容

　 子育て 期に フ ル タイ ム の 仕事を して い る場

合、
一

番多い の は 教職で あ っ た。研究所補助職 、

家業手伝い などが複数名み られた 。

一
方、パ ー

トタイ ム ／ア ル バ イ トな どの 場合は英語、日本

語などの 語学教師が多数み られ た 。 また、心理

系 の 専門職、通訳 ・翻訳業などもあ っ た。

　子育て 終了後 の 場合 も、フ ル タイ ム の仕事
で最 も多い の は教職で あ っ た 。 また会社や店舗

経営者 も複数名い た。パ ー トタ イ ム ／ア ル バ イ

トなどの場合も
一
番多い の は非常勤講師や 自宅

で の 英語教師な ど 「人に教える仕事」で あっ た。

また、カ ウン セ ラ
ーや社会保険労務士など資格

取得 と結び っ い た仕事もあっ た。

（2 ）仕事を獲得 した経緯 （ル ー ト）

　M ，グ ラ ノ ヴェ タ ー （1974，1995 ；1998）に
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よる と、専門職、技術職、管理職 の 労働者が職

を見 っ けるために最 も広 く使 うの は人的 っ なが

りで あるとい う。本調査 の 対象者が以上 の 仕事

を獲得 した経緯をみ る と次の とお りで あ っ た 。

  子育て 期の フ ルタイ 厶就業者

　 新 し い 仕事 を始 めた場合、そ の 経緯は全て

周囲 の 人間 を通 じて の紹介で あ っ た 。 親類を通

じたネ ッ トワーク利用も多 く、媒介者に父親以

外 （母や兄）や子 ど も （「娘が通 っ て い た学校

の シ ス ターの紹介 1）が登 場する こ とが特徴で

あ っ た。

  子育て 期のパー
トタイム等就業者

　 全 くの 独力で 新規 の 仕事を始めた者は 、「自

宅で 生徒を募集 して英語を教え る1 の 1 ケ
ー

ス

だけであ っ た ， 残 りの 者は親類や知人などの紹

介を通 じて 仕事を始 めて い る。 特徴と しては 「子

どもを通 じて の知人か らの 紹介」、「最初は 自分

の 娘を中心 に知 り合い の 子 どもたちを教えてい

た 」 な ど育児期な らで は の 「子 ども媒介ネ ッ ト

ワーク 」が 存在する こ とで あ る。

  子育て終 了後の フ ル タイム就業者

　　「前任者 と友人 」、「知 り合い のお産の た め代

わ っ て 欲 しい と頼 まれ た」 など知人・友人ネ ッ

トワ
ー

クは相 変わ らず有効で あ っ た。

一一
方、「専

門学校の 掲示板…電話 を した ら」、「求人欄 を

毎週 チ ェ ッ ク して
…

手紙 を書 い て 」、「新聞記

事に載 っ て い た社長 に連絡をとり」 など、自ら

赴 い て面接を受け、採用 された ケ
ー

ス も登場 し

て い る。

  子育て終了後のパ ー
トタイム 等就業者

　親類や友人、知 人を通 じた紹介や 「頼まれて 」

始める こ とが多くを 占める のが こ の グル ープに

引き続き見 られ る特徴で ある。
一

方、試験 を受

けて 資格を取得 した り、自分で英語教室を開く

な ど、独力 で 仕事を始 める者も登場して い る［．

（3 ）人生経験や ス キル の応用 ・転換

　
一
般に女性は 、新卒期に っ い た仕事を

一度で

も中断する と同 じ仕事に戻 る こ とが難 しく、ま

たそ の こ とが育児終了後 の 女性の 再就職を難し

く して い る と言われ て い る。と こ ろが、本調査

の サ ン プ ル が 噺 卒期 → 子 育て 期 → 子 育

て 終了後」 の 3 時点で行 っ てい る仕事を横断的

に 見 る と、転職 や中断 をは さんだ場合で も、そ

れぞれの 段階の仕事が決 して無関係ではない こ

とが明らか に なっ た。た とえば 「心理職 → 電

話相談 → カ ウン セ ラ
ー

」、「ア ナ ウン サ
ー 一

・

フ リー の ア ナ ウン サ
ー → 放送研 修セ ン タ

L−一
」 などで あ る 。 また

一
見、明確 な関連性が な

い よ うに思え るもの の 、 実際には専門知識 の 存

在が次の職業の背景にある と考え られる者もあ

る。「家庭教師
一一翻訳 下請け → ラジオ ドラ

　　　　　　　　　　 し

叉禦 善纛 調言芸編 、コ桀擧
英語 講師 → 自宅で 英語 の レ ッ ス ン → 英語
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

専門学校講師」 などで ある 。 これ らに 共通する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

特徴は、語 学ヵ （特に英華力）を活 かすこ とに

よっ て 、そ の ライ フ コ
ー

不段階に応 じた職業内
　　　　　　　　　　　1

容 鷺 を選択 しなが ら僻 を続けて V ’る とい

うこ とで ある 。

4．考察　　　　　　　1

　今回 の分析で み られた 1「仕事 」 は、そ の 多く

が鰊 ・仕事・ の 概念燦 えられ て きた よ うな

「1 つ の 組織に長年勤務する」 とい う形式 の も
　　　　　　　　　　　　
の で は ない

。
1 つ の 仕事を毎 日、継続 して続け

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

る とい うよ りも、 転職を繰 り返 しなが ら、類似

の 特徴を持つ 仕事を続け牟り、毎週〜毎月数回

の ア ル バ イ ト的な仕事を複数 へ 移行 して 行 っ た

りす るもの が代表的である。またその 内容は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
専門技術を い か した仕事であっ て も、組織に縛

られる こ とな く行 うこ とhlSで きる点で 、従来考

えられ て きた 労働形態とは異な る仕事 の 仕方を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

纛磁 夏護 糶 騾 駑鷺禦篷
事、 の 諺 態 とい える一
　第二 に、こ うした仕事よの 就職が求人広告や

採 用試験 を経由してではなく、そ の時 々 に身近

・ 存在す・顯 や知人唖 ト・
一

・を通 ・て

行われ るこ とが少 な くな い 点にある。 こ うした
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

「人的 つ なが り」 はグラ 71ヴェ タ
ーの指摘 した

男性版の それ よ りも、よ りイ ン フ ォ
ーマ ル なも

の で あ り、多くの者が公的組 織に帰属 した就労
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
経験が ない 分、個人 レ ベ

轡で の 社会関係資本 が

よ り重要 な意味を持 っ て vklると考えられ る。 さ
　　　　　　　　　　　 　
らに い えば、仕事を転職／再開 したきっ か けも、

自らそれを欲 して探 して 誌た とい うよ りも 「突
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

然周 りの 人に 頼まれて始めた」 とい うケ
ー

ス が

少 なくない ・ とも特徴で飆

極凝総 蒲纛纏 灘鞍
女性 全体 の 「隠れた」 労働形態を代表する もの

ぞ繍 纛議嬢鱸 綴 言齧 耄
た女性の労働形態の

一
側 面であ るとい えよ う。

　なお、ポ ス トバ ブル 蝋 にお け る終身雇用神
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

話 の 崩壊や若年層の フ リーター増加 は、組織に

準 じない 労働が男性 にも広が りっ っ ある こ とも

翻 す る の で あり、今後擁 峨 業珊 ・お い

て も同様の イ ン フ ォ
ー

マ 川 な仕事 の 把握は必要

・な・・考えられ・ ・ で粥
　　　　　　　　　　　 …
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